






















　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー

ル
で
の
演
奏
会
。
カ
ラ
ヤ
ン
が
ス
テ
ー

ジ
に
現
れ
る
や
、
客
席
か
ら
「
ゴ
ー
・

ホ
ー
ム
・
ナ
チ
野
郎
！
」
の
声
が
飛
ん

だ
が
、
カ
ラ
ヤ
ン
は
予
定
通
り
二
度
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
指
揮
し
て
帰
国
し
た
。



く
流
れ
る
と
き
の
な
か
で
、
私
は
カ
ラ

ス
を
聴
く
の
で
は
な
く
、
見
て
い
た
。

見
る
の
で
は
な
く
、
感
じ
て
い
た
。
沈

黙
の
あ
と
に
、
快
く
重
い
も
の
が
残
る
。

こ
れ
が
本
物
の
ス
タ
ー
の
最
晩
年
だ
と

思
っ
た
。












